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51 「蒙古襲来絵巻」の史料的性格について

は
じ
め
に

「
蒙
古
襲
来
絵
詞
」（「
蒙
古
襲
来
絵
巻
」）
は
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
に

所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
型
二
巻
の
巻
物
と
な
っ
て
お
り
、
表
に
「
蒙
古

襲
来
絵
詞
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
絵
と
詞
書
で
構
成
さ
れ
て
い
る
か
ら

絵
詞
と
命
名
さ
れ
、
所
蔵
者
で
あ
る
宮
内
庁
も
こ
の
表
記
を
用
い
て
い
ま

す
。
た
だ
し
現
在
の
姿
は
の
ち
の
時
代
の
表
具
で
す
か
ら
、
絵
巻
（
絵

詞
）
の
原
作
者
た
ち
が
何
と
呼
ん
で
い
た
の
か
は
不
明
で
す
。
明
治
ま
で

細
川
藩
や
所
有
者
で
あ
っ
た
大
矢
野
家
で
は
「
蒙
古
襲
来
絵
」「
蒙
古
襲

来
絵
巻
物
」、
ま
た
、「
蒙
古
襲
来
絵
詞
」
と
し
た
り
し
て
、
併
用
し
て
い

ま
す
。
写
が
多
数
作
ら
れ
ま
す
が
、
や
は
り
「
蒙
古
襲
来
絵
詞
」
だ
っ
た

り
、「
蒙
古
襲
来
絵
巻
」
だ
っ
た
り
し
ま
す
。「
絵
巻
物
」
に
は
男
衾
三
郎

「
絵
詞
」
の
よ
う
に
絵
詞
と
表
記
し
た
も
の
と
、
源
氏
物
語
「
絵
巻
」
の

よ
う
に
絵
巻
と
表
記
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。『
国
史
大
辞
典
』『
誰
で
も

◉
賢
問
愚
問
◉
解
説
コ
ー
ナ
ー

［回答者］服部英雄

　
質
問

「
蒙
古
襲
来
絵
巻
」
の
史
料
的
性
格
に
つ
い
て
　「
蒙
古
襲
来

絵
巻
」
の
史
料
的
性
格
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
教
え
て
く
だ

さ
い
。

読
め
る
日
本
史
年
表
』、
そ
し
て
山
川
出
版
社
の
教
科
書
は
「
蒙
古
襲
来

絵
巻
」
と
し
て
い
ま
す
。
た
だ
一
般
的
に
は
現
在
の
表
題
を
尊
重
し
、

「
蒙
古
襲
来
絵
詞
」
と
表
記
す
る
こ
と
が
多
く
、
学
界
・
論
文
題
目
で
の

使
用
比
は
「
蒙
古
襲
来
絵
詞
」
が
五
〇
に
対
し
、「
蒙
古
襲
来
絵
巻
」
は

二
で
す
（Cinii A

rticles

を
参
照
し
た
）。
江
戸
時
代
に
は
「
竹
崎
絵
」

と
も
呼
ば
れ
、
主
人
公
で
あ
る
竹
崎
季
長
の
事
績
し
か
描
か
れ
て
い
な
い

の
で
、「
竹
崎
季
長
絵
詞
」
と
す
べ
き
だ
と
す
る
学
説
も
あ
り
ま
す
（「
竹

崎
季
長
絵
巻
」
と
い
う
表
現
も
あ
り
う
る
が
、
そ
う
い
う
主
張
は
な
い
）。

「
絵
詞
」
は
蒙
古
合
戦
（
文
永
の
役
・
弘
安
の
役
）
に
参
戦
し
た
鎌
倉

幕
府
の
御
家
人
竹
崎
季
長
の
体
験
を
絵
巻
物
に
し
た
も
の
で
す
。
蒙
古
襲

来
は
と
て
も
重
要
な
歴
史
事
件
で
し
た
が
、
合
戦
に
参
加
し
た
武
将
・
兵

士
（
当
事
者
本
人
）
の
参
戦
記
録
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
御
家
人
が
書
い

た
軍
忠
状
（
恩
賞
請
求
）
が
若
干
と
、
中
国
側
の
個
人
顕
彰
碑
が
、
参
戦

者
自
身
な
い
し
は
そ
の
近
親
者
に
よ
る
記
録
と
し
て
あ
る
だ
け
で
す
。
と

こ
ろ
が
こ
の
絵
詞
は
合
戦
を
絵
画
と
し
て
表
現
し
て
い
ま
す
。
圧
倒
的
に

豊
富
な
情
報
量
が
あ
り
、
世
界
的
に
も
例
を
見
な
い
貴
重
な
歴
史
資
料
で

す
。
長
く
肥
後
熊
本
藩
士
で
あ
っ
た
大
矢
野
家
に
伝
来
し
て
き
ま
し
た
が
、

明
治
天
皇
に
献
上
さ
れ
、
当
時
の
金
額
で
三
五
〇
〇
円
が
支
払
わ
れ
ま
し

た
（
当
時
の
一
円
は
今
日
の
一
万
円
か
ら
二
万
円
ほ
ど
に
相
当
）。
文
化

財
保
護
法
に
よ
る
文
化
財
指
定
（
国
宝
な
ど
）
を
受
け
て
い
な
い
の
は
、

長
く
皇
室
財
産
で
あ
っ
た
と
い
う
経
緯
に
よ
り
ま
す
。
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絵
詞
は
だ
れ
が
作
成
し
た
の
か
？

竹
崎
季
長
本
人
で
す
。
過
去
の
研
究
で
は
季
長
死
後
の
第
三
者
に
よ
る

制
作
と
主
張
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
間
違
い
で
す
。
場
面
場
面
で

季
長
と
対
話
し
た
少
弐
景
資
や
安
達
泰
盛
の
口
調
が
伝
わ
り
ま
す
。
後
世

の
人
間
で
は
表
現
で
き
な
い
生
々
し
さ
が
あ
り
、
泰
盛
と
の
対
話
な
ど
は

熱
意
が
余
っ
て
、
洗
練
さ
れ
て
い
な
い
語
り
口
に
な
っ
て
い
ま
す
。
後
世

の
人
物
に
よ
る
創
作
で
は
な
く
、
季
長
本
人
の
回
想
に
よ
る
逐
語
記
録
で

す
。
河
野
仮
屋
形
の
場
面
で
「
妻
戸
ハ
不
可
有
之
處
、
絵
師
書
違
也
」

（
仮
屋
形
に
妻
戸
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
絵
師
の
書
き
ち
が
い
で
あ
る
）

と
注
記
が
あ
り
ま
す
。
外
の
様
子
が
わ
か
る
よ
う
、
妻
戸
は
外
し
て
あ
っ

た
、
と
い
う
意
味
に
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
書
け
る
の
は
、

実
際
に
河
野
仮
屋
形
に
い
っ
て
、
そ
の
細
心
の
配
慮
に
感
銘
を
受
け
た
竹

崎
季
長
以
外
に
は
い
な
い
の
で
す
。

で
は
い
つ
作
成
さ
れ
た
の
か
？

状
況
か
ら
竹
崎
季
長
が
肥
後
国
海
東
郷
地
頭
職
を
獲
得
し
、
そ
の
経
営

が
安
定
的
に
始
ま
っ
た
正
応
六
年
（
改
元
さ
れ
て
永
仁
元
年
と
な
る
、
一

二
九
三
）
頃
の
作
成
で
し
ょ
う
。
む
ろ
ん
竹
崎
季
長
の
在
世
中
で
す
。
奥

書
に
「
永
仁
元
年
二
月　

日
」
と
あ
り
ま
す
。
お
お
よ
そ
こ
の
こ
ろ
の
作

成
で
す
が
、
奥
書
は
改
元
前
に
新
年
号
が
使
用
さ
れ
た
未
来
年
号
使
用
文

書
で
、
後
世
の
も
の
に
な
り
ま
す
。
内
容
も
絵
詞
と
ズ
レ
が
あ
り
ま
す
。

絵
詞
の
作
成
者
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

絵
師
は
何
を
材
料
に
絵
詞
を
書
い
た
の
か
？

弘
安
四
年
（
一
二
八
一
）
の
合
戦
終
了
後
、
一
〇
年
以
上
の
年
数
が
経

過
し
て
い
ま
し
た
が
、
絵
師
が
所
属
し
て
い
た
工
房
に
は
蒙
古
合
戦
に
つ

い
て
の
豊
富
な
画
材
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
例
え
ば
少
弐
景
資
の
「
む
ま

（
馬
）
具
足
」
に
つ
い
て
は
「
似
絵
」（
写
生
）、
つ
ま
り
実
物
を
見
て
描

い
た
と
注
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
馬
具
足
と
は
馬
具
で
、
こ
こ
で
は
鞍
を
指

し
ま
す
。
少
弐
景
資
は
弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）
の
岩
戸
合
戦
で
敗
死
し
、

こ
の
世
の
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
絵
師
は
遺
品
（
実
物
）
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
鞍
の
下
に
は
豪
華
な
虎
の
皮
が
使
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
宋
か
高
麗
か
ら
か
の
輸
入
品
で
、
少
弐
景
資
の
財
力
を
語
っ
て
い

ま
す
。
絵
師
が
こ
こ
に
だ
け
、
わ
ざ
わ
ざ
「
似
絵
」
と
注
記
し
、
強
調
し

て
い
る
の
は
こ
の
た
め
で
す
。
絵
師
が
大
宰
府
周
辺
に
い
た
こ
と
は
確
実

で
、
大
宰
府
画
匠
司
そ
の
も
の
か
、
関
係
者
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

鎮
西
探
題
な
ど
か
ら
記
録
作
成
を
依
頼
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
き
わ
め
て
リ
ア
ル
な
蒙
古
軍
の
描
写
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
蒙
古
兵

（
高
麗
兵
）
の
馬
の
尻
尾
が
全
て
ク
ル
ク
ル
と
巻
か
れ
て
い
ま
す
。
中
国

で
は
唐
太
宗
の
西
安
昭
陵
の
六
駿
レ
リ
ー
フ
の
馬
に
尾
が
結
ば
れ
て
い
ま

す
し
、
東
京
国
立
博
物
館
・
九
州
国
立
博
物
館
で
の
「
三
国
志
展
」
に
展
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示
さ
れ
た
漢
の
時
代
の
儀
仗
俑
で
も
、
馬
の
尻
尾
が
巻
か
れ
て
い
ま
し
た

（
甘
粛
省
博
物
館
蔵
）。
中
国
大
陸
の
馬
の
習
俗
を
知
ら
な
い
人
間
に
は
画

く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
す
。
工
房
に
は
合
戦
を
目
撃
し
た
絵
師
に
よ

る
豊
富
な
記
録
と
画
材
集
が
用
意
さ
れ
て
い
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
絵
師
が
所
属
す
る
工
房
メ
ン
バ
ー
は
、
博
多
湾
海
戦
で
は
兵
船
に
同

乗
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
、
海
の
戦
い
の
様
子
に
は
不
自
然
な
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。
真
夏
な
の
に
、
水
手
が
鎧
を
着
て
お
り
、
こ
れ
で
は
目
的
地

ま
で
漕
ぎ
き
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ふ
つ
う
は
漕
い
で
い
る
さ
な
か
の

水
手
は
、
ふ
ん
ど
し
だ
け
の
裸
の
は
ず
で
す
。

絵
詞
を
ど
う
読
む
の
か
？

絵
詞
は
二
巻
で
す
が
、
内
容
か
ら
は
Ⓐ
文
永
の
役
（
前
巻
前
半
）、
Ⓑ

鎌
倉
行
き
（
前
巻
後
半
）、
Ⓒ
弘
安
の
役
（
後
巻
）
の
三
つ
で
構
成
さ
れ

ま
す
。
Ⓐ
文
永
の
役
は
冒
頭
部
が
欠
損
し
て
い
ま
す
が
、
箱
崎
か
ら
鳥
飼

浜
ま
で
基
本
と
な
る
場
面
は
残
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
少
弐
景
資
と
季
長
対

面
の
場
面
で
季
長
が
お
ら
ず
、
菊
池
武
房
と
季
長
が
す
れ
違
っ
て
問
答
す

る
場
面
で
も
季
長
が
描
か
れ
て
い
な
い
な
ど
、
失
わ
れ
た
絵
が
あ
り
ま
す

が
、
詞
書
か
ら
内
容
は
推
定
復
元
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
接
続
関
係
が
わ

か
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
鳥
飼
干
潟
の
対
岸
に
て
待
機
す
る

蒙
古
兵
の
一
人
が
手
を
か
ざ
し
、
一
人
が
指
を
差
し
て
、
一
人
が
こ
ぶ
し

を
あ
げ
て
見
る
先
に
は
、
苦
戦
す
る
竹
崎
季
長
を
、
ま
さ
に
痛
め
つ
け
て

い
る
三
人
の
勇
敢
な
蒙
古
兵
・
友
軍
の
活
躍
が
あ
っ
た
は
ず
な
の
で
、
こ

う
し
た
わ
ず
か
な
仕
草
か
ら
、
構
図
が
復
元
で
き
、
左
右
に
接
続
す
る
こ

と
も
わ
か
り
ま
す
。

鳥
飼
浜
で
、
三
人
の
屈
強
な
蒙
古
兵
に
竹
崎
季
長
が
襲
撃
さ
れ
、
膝
を

撃
た
れ
、
馬
も
複
数
カ
所
か
ら
流
血
し
、
跳
ね
上
が
り
ま
す
。
Ⓐ
で
の
ハ

イ
ラ
イ
ト
で
す
。
実
は
こ
の
前
に
、
逃
走
す
る
蒙
古
兵
の
一
団
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
倒
れ
て
絶
命
す
る
者
が
い
ま
す
が
、
二
人
だ
け
が
果
敢
に
反

撃
し
ま
す
。
し
か
し
一
人
の
左
目
に
矢
が
当
た
り
、
血
が
迸
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
矢
羽
は
竹
崎
季
長
の
エ
ビ
ラ
に
あ
る
矢
羽
の
模
様
と
一
致
し
ま
す
。

竹
崎
季
長
が
射
た
矢
が
敵
の
目
を
射
抜
い
た
の
で
す
。
正
確
な
射
撃
で
す

か
ら
、
季
長
は
静
止
に
近
い
安
定
し
た
位
置
か
ら
射
た
は
ず
で
す
。
し
か

し
画
面
で
は
、
腹
を
撃
た
れ
た
馬
が
苦
痛
の
あ
ま
り
暴
れ
回
り
、
恐
怖
で

尻
尾
を
後
ろ
足
の
間
に
巻
き
込
ん
で
い
ま
す
。
三
人
の
蒙
古
兵
出
現
に
対

応
す
る
も
の
で
す
。
鳥
飼
浜
の
場
面
に
は
複
数
の
前
後
す
る
時
間
帯
（
季

長
優
勢
・
季
長
劣
勢
）
が
描
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
三
人
が
い
る
か

ら
こ
そ
、
陣
取
る
蒙
古
兵
た
ち
は
指
さ
し
、
手
を
か
ざ
し
て
欣
喜
雀
躍
し

て
い
る
の
で
す
（
※
一
時
期
、
三
人
の
蒙
古
兵
が
当
初
に
は
描
か
れ
て
お

ら
ず
、
た
だ
の
空
白
で
、
か
な
り
の
ち
の
時
代
に
な
っ
て
か
ら
書
き
込
ま

れ
た
と
す
る
説
が
、
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。
絵
詞
全
体
を
味
読
の
う
え
で
、

は
た
し
て
こ
う
し
た
説
が
成
立
す
る
の
か
ど
う
か
、
ご
自
身
で
よ
く
考
え

て
み
て
く
だ
さ
い
）。
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続
く
Ⓑ
鎌
倉
行
き
で
は
安
達
泰
盛
邸
で
の
場
面
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で

も
人
々
の
ど
の
よ
う
な
仕
草
が
画
面
に
描
か
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
ひ
と

つ
ひ
と
つ
を
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
泰
盛
邸
の
唐
門
（
表
門
）
で
警
固
し

て
い
る
侍
が
手
を
か
ざ
し
て
い
ま
す
。
視
線
の
先
に
は
見
事
な
河
原
毛
馬

が
い
ま
す
。
烏
帽
子
親
で
あ
る
長
門
守
護
代
三
井
季
成
が
季
長
に
贈
っ
た

馬
が
河
原
毛
馬
で
し
た
。
こ
こ
で
は
馬
が
主
役
で
す
。

奥
で
は
安
達
泰
盛
と
竹
崎
季
長
の
長
い
や
り
と
り
が
続
い
て
い
ま
す
。

次
の
間
で
待
ち
く
た
び
れ
た
蘆
名
判
官
が
従
者
を
呼
び
つ
け
、
何
か
を
言

い
ま
す
。
不
快
き
わ
ま
り
な
い
表
情
。
パ
ン
ト
マ
イ
ム
、
無
言
劇
で
す
。

「
前
の
男
、
い
つ
ま
で
こ
の
わ
し
を
待
た
せ
る
気
か
。
尋
ね
て
参
れ
」。
庭

の
従
者
の
表
情
に
緊
張
が
走
り
ま
す
。
絵
を
じ
っ
く
り
読
み
込
ん
で
い
く

と
、
詞
書
に
書
い
て
な
く
と
も
、
登
場
人
物
が
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
が
、

わ
か
っ
て
く
る
か
ら
不
思
議
で
す
。
絵
詞
の
魅
力
で
す
。

Ⓒ
弘
安
の
役
は
二
カ
月
以
上
続
き
ま
す
。
六
月
の
博
多
湾
海
上
・
総
反

撃
戦
で
は
、
逆
風
の
た
め
弓
矢
が
撃
て
ず
苦
戦
し
た
様
子
や
、
志
賀
島
に

潜
入
し
て
敵
情
偵
察
を
行
っ
た
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
最
終
戦
・
閏

七
月
五
日
、
季
長
は
守
護
代
安
達
盛
宗
の
船
に
乗
ろ
う
と
し
ま
す
が
、
失

敗
。
そ
れ
で
も
最
前
線
に
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
て
、
敵
船
に
乗
り
込
み

ま
す
。
そ
こ
で
蒙
古
兵
の
首
を
二
つ
取
る
と
い
う
手
柄
を
立
て
ま
す
が
、

至
近
距
離
か
ら
敵
の
矢
が
腕
に
的
中
。
絶
体
絶
命
の
と
こ
ろ
を
友
軍
か
ら

の
異
物
（
糞
尿
）
投
擲
作
戦
に
よ
る
、
蒙
古
勢
の
動
揺
で
救
わ
れ
ま
す
。

無
謀
に
も
近
い
勇
敢
な
行
動
→
ピ
ン
チ
→
そ
れ
を
切
り
抜
け
る
、
と
い
う

展
開
の
繰
り
返
し
で
す
（
鳥
飼
浜
突
入
の
失
敗
、
志
賀
島
偵
察
で
敵
に
発

見
さ
れ
る
、
博
多
海
上
戦
で
大
敗
北
、
最
終
戦
で
の
負
傷
、
生
還
）。
ま

こ
と
に
ス
リ
リ
ン
グ
で
す
。

元
寇
防
塁
が
描
か
れ
て
い
ま
す
ね

Ⓒ
弘
安
の
役
で
は
石
築
地
の
前
を
行
進
す
る
竹
崎
季
長
一
行
と
石
築
地

上
の
菊
池
一
族
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
石
築
地
は
遺
跡
と
し
て
今
も
博
多

湾
岸
の
砂
丘
の
中
に
残
っ
て
お
り
、
国
指
定
史
跡
に
指
定
さ
れ
保
護
さ
れ

て
い
ま
す
。
指
定
名
称
は
「
元
寇
防
塁
」
で
す
。
よ
く
見
る
写
真
は
、
今

津
松
原
か
、
生い
き

の
松
原
の
も
の
で
、
今
津
は
発
掘
調
査
の
結
果
、
検
出
さ

れ
た
遺
構
（
本
物
）
が
、
砂
丘
の
中
に
露
出
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
の

松
原
は
砂
丘
に
埋
も
れ
て
い
た
本
物
の
上
に
、
新
た
な
石
積
を
復
元
し
た

も
の
で
す
（
図
1
）。
石
築
地
は
障
壁
な
の
で
、
管
理
さ
れ
な
く
な
る
と
、

風
砂
に
よ
っ
て
埋
没
し
ま
す
。
本
物
は
砂
丘
の
中
に
保
存
さ
れ
ま
す
が
、

見
た
目
・
高
さ
が
わ
か
り
に
く
い
と
い
う
理
由
で
、
大
河
ド
ラ
マ
「
北
条

時
宗
」
放
映
の
こ
ろ
に
、
二
メ
ー
ト
ル
程
が
本
物
の
上
に
継
ぎ
足
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
こ
は
現
代
の
「
元
寇
防
塁
」
で
す
。

元
寇
防
塁
と
い
う
名
前
は
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
九
州
大
学
医
学

部
教
授
だ
っ
た
考
古
学
者
中
山
平
次
郎
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
元

寇
と
い
う
表
現
は
鎌
倉
時
代
に
は
な
く
、
江
戸
時
代
に
歴
史
学
者
が
使
用
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弘
安
の
役
を
さ
す
用
法
と
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
違
い
ま
す
。
し
か
し
次
第
に

蒙
古
襲
来
は
元
寇
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
水
戸
藩
で
は
小

宮
山
昌
秀
（
楓
軒
）
に
よ
る
『
元
寇
始
末
』（
天
明
七
年
〈
一
七
八
七
〉）

の
よ
う
な
歴
史
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
に
は
軍
歌
「
元
寇
」
も

作
詞
作
曲
さ
れ
、
広
く
愛
唱
さ
れ
ま
し
た
。
大
正
・
昭
和
（
戦
前
）
に
な

る
と
蒙
古
襲
来
と
い
う
人
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
り
、「
元
寇
」
が
国

民
に
浸
透
し
ま
す
。
元
寇
も
元
寇
防
塁
も
と
も
に
定
着
し
ま
し
た
が
、
鎌

倉
時
代
の
古
文
書
に
登
場
す
る
の
は
「
蒙
古
襲
来
」「
異
賊
襲
来
」「
異
国

合
戦
」
な
ど
、
そ
し
て
防
塁
は
「
石
築
地
」
で
す
。

お
わ
り
に

蒙
古
襲
来
研
究
は
江
戸
時
代
以
来
の
長
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
軍
国
主

義
の
時
代
に
は
神
風
と
同
一
視
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
研
究
者
に
よ
り

様
々
な
説
が
提
案
さ
れ
、
受
容
さ
れ
、
あ
る
い
は
淘
汰
さ
れ
て
い
き
ま
し

た
。
研
究
者
一
人
一
人
が
違
う
こ
と
を
い
っ
て
い
る
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
諸
説
が
乱
立
し
て
い
ま
す
。
安

易
に
信
ず
る
こ
と
な
く
、
ど
こ
が
お
か
し
い
の
か
、
不
自
然
な
の
か
、
ご

自
身
で
判
断
し
、
科
学
的
な
説
を
採
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
な
た
が
答
え
を
見
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
絵
詞
も
ぜ
ひ
絵
解
き
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

�

（
は
っ
と
り
・
ひ
で
お
／
く
ま
も
と
文
学
・
歴
史
館
館
長
）

図1　生の松原の「元寇防塁」（福岡市提供）

し
始
め
た
言
葉
で
す
。
倭
寇
、
応
永
の
外
寇
の
よ
う
に
、「
寇
」
は
あ

だ
・
外
敵
・
害
を
加
え
る
、
奪
い
取
る
、
と
い
っ
た
意
味
で
す
。

水
戸
藩
の
学
者
が
編
纂
し
た
『
大
日
本
史
』
の
本
紀
（
延
宝
四
年
〈
一

六
七
六
〉）
や
列
伝
に
「
元
寇
」
が
頻
出
し
ま
す
が
、
現
在
の
固
有
名
詞

的
な
用
法
で
は
な
く
、「
寇
」
は
動
詞
で
す
（「
元
寇
西
陲
」、
元
は
日
本

の
西
端
を
犯
し
た
）。「
禳
元
寇
」「
祈
弭
元
寇
」（
弭
は
「
や
め
る
」）
は
、

元
が
や
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
祈
っ
た
、
と
い
う
意
味
で
、
現
在
の
文
永
・


